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紹介内容（自分が入学前に気にしていた点）

■研究所と大学院の行き来：連携大学院の場合の例

■研究室の雰囲気
・学生目線の国環研の印象
・研究の進め方



研究所と大学院の行き来：連携大学院の場合の一例
国環研

・研究机 (PC貸出)
・実験
・研究室ゼミ
・研究相談

大学院
・授業
・専攻ゼミ

基本は研究所で活動 事務手続きに行く程度...

オンライン参加

実験室の様子(朝のミジンコ飼育作業) 専攻ゼミの切り抜き

現在，大学行事はほとんどオンライン

研究室(居室)の様子



研究室の雰囲気・研究の進め方
■学生から見た国環研の主な印象

・大人が多い (入学前一番気にしてた点)

・実験設備が豊富

・RA(リサーチアシスタント)
で若干の経済支援

・基本的に自由に研究できる

1日のスケジュール(参考までに)

■研究の進め方
・週1回の研究室ゼミ

・研究員の方と相談

・研究室外の方とも相談
→実験方法や研究方針
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